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技術の概要

３．技術の効果

・装置のコンパクト化で軽量
・その場でカーブフィッティング法で比誘電率を求め、直ちに鉄筋の被り、間隔の値が算出できる。
・測定結果を2D、3Dで表示できる。
・専用アプリを介してクラウドで管理・共有できる。
・狭隘な場所や曲面（例えば電柱）で測定できる。
・比誘電率を求めるための測定が不要であり、測定回数が減少できる。
・鉄筋位置の把握が容易となる。
・関係者がリアルタイムでデータを共有できるので、測定結果の改ざん防止につながり迅速な評価や管
理が期待できる。

４．技術の適用範囲

①適用可能な範囲
・コンクリート内の鉄筋、電線、金属製及び非金属製の管、金属製及び非金属製の埋設物の位置の確認
②特に効果の高い適用範囲
・コンクリート重要構造物で品質評価、施工管理が必要な現場

２．技術の内容

５．活用実績

民間９件（九州以外９台）

安全・防災　　 インフラDX　 　 維持管理　  　 環境　　コスト　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

従来Bスキャンの波形データを読み取り鉄筋の位置、かぶりを読み取っていたが現場や配筋状態にに
よっては波形を読み取ることが難しく慣れた方でないと波形を上手く読み取れず素人では難しいもので
あった為、簡単に２D、３Dにすることにより誰でもビジュアル的にデータを読み取ることが出来るようにし
誰でも操作が出来るよう操作性が簡単にする必要があった。
また一般的なインパルスレーダでは、見たいかぶりによって機種を選択する必要があるのでSFCWを採
用することにより浅いかぶりから深いかぶりまでを１つのレーダで網羅することによりトータルのコストを
抑える目的がある。

①何について何をする技術なのか？
・コンクリートの配筋状態（被り、間隔）等を電磁波レーダを用いて検査し、その時のデータを専用アプリを
介してクラウドで管理・共有できる。
・測定データからその場所でのコンクリートの比誘電率を特定し、直ちに鉄筋の被り、間隔の値を求める
ことができる。
②従来はどのような技術で対応していたのか？
・電磁波レーダは、現場での測定データを改めてパソコンで解析して被り、間隔を求めて報告していた。
・比誘電率を3段階に設定し、それぞれの結果からコンクリートの比誘電率を専用ソフトを用いて特定して
から被りの値を求めていた。
③公共工事のどこに適用できるのか？
・コンクリートの配筋状態等の確認

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表

波形以外でも２D、３Dの表示が可能

ARでの投影


